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３
月
１０
日
（土
）

地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
の
演
奏
、

次
い
で
プ
ロ
の
演
奏
で
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
、
音
楽
の
つ
ど
い
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

八
重
山
民
謡
を
中
心
に
活
動
さ
れ
て
い

る
「う
と
ぅ
あ
し
ゃ
ぎ
―
」
の
演
奏
、
ヴ
ィ

ヴ
ア
ル
デ
ィ
の
四
季
な
ど
の
弦
楽
合
奏
を

さ
れ
た

「
フ
レ
ン
ド
シ
ツ
プ
室
内
ア
ン
サ

ブ
ル
」
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
日
本
化
し
た
榎

本
健

一
メ
ロ
デ
ィ
を
歌

っ
た

「メ
ン
ネ
ル

コ
ー
ル
け
や
き
」
の
合
唱
が
第
１
部
で
し

た
。
ま
た
、
会
場
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

「ふ
る
さ
と
」
「早
春
賦
」
「上
を
向
い
て
歩

こ
う
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

第
２
部
は
「
エ
ン
ツ
ィ
ア
ン
　
ト
リ
オ
」

（伊
藤
啓
子
さ
ん
、
武
居
ゆ
り
さ
ん
、
新
倉

恵
さ
ん
）
の
ア
ル
プ
ス
を
想
い
起
こ
さ
せ

る
ヨ
ー
デ
ル
の
響
き
に
う
っ
と
り
聴
き
入

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
驚
い
た
の
は
ベ
ル
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
で
し
た
。
チ
ー
ム
で
奏
で
る

も
の
は
よ
く
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
お
ひ

と
り
で
２０
～
３０
個
の
ベ
ル
を
巧
み
に
演

奏
さ
れ
、
美
し
い
メ
ロ
デ

ィ
を
奏
で
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
楽
し
い
も
の
で

し
た
。
最
後
に
、
「日
本
人
は
ス
イ
ス
が
好
き
、

ス
イ
ス
人
は
日
本
が
好
き
」
の
言
葉
に
合

わ
せ
て
、
歌
と
リ
ズ
ム
に
乗

っ
て
、
会
場
の

皆
さ
ん
が
体
を
前
後
左
右
上
下
に
動
か
す

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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新
町
に
引

っ
越
し
ま
し
た
。
隣
に
は
、
深
沢
小

学
校
が
あ
り
ま
し
た
。

父
は
、
戦
争
で
途
中
抜
け
て
い
ま
す
が
、
こ

の
桜
丘
小
学
校
で
、
私
が
小
学
校
に
入
学
す
る

ま
で
、
二
十
年
余
り
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

戦
後
の
、
世
の
中
全
体
が
貧
し
い
時
代
で
し

た
。
同
僚
と
助
け
合

っ
て
生
活
し
て
い
た
様
子

を
小
さ
い
な
が
ら
も
聞
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

同
窓
会
の
方
か
ら
、
緑
雲
荘
が
か
つ
て
あ

っ

た
場
所
を
地
図
に
書
い
て
い
た
だ
き
、
そ
の
辺

り
を
歩
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
面
影
は
今
は
、
全
く
残

っ
て
無
く
、
静
か

な
住
宅
街
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
の
創
立
八
十
周
年
の
時
、
か

つ
て
の
写
真
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
、
戦
前
の
授
業
風
景
と
題
し
た
写

真
が
あ
り
ま
し
た
。　
一
心
に
問
題
を
解
く
児
童

の
前
に
立

っ
て
い
た
の
は
、
私
の
父
の
若
か
り

し
頃
の
姿
で
し
た
。

桜
丘
小
学
校
に
来
て
四
年
間
が
経
ち
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
方
の
桜
丘
小
学
校
に
対
す
る
熱
い

思
い
を
感
じ
る
毎
日
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。（桜

丘
小
学
校
長
　
吉
田
　
仁
）

ワ号島

私
の
父
は
、
私
が
生

ま
れ
る
前
、
こ
の
経
堂

の
地
に
住
ん
で
い
ま
し

た
。
記
録
に
は
、
経
堂

町
三
二
八
番
地
緑
雲
荘

と
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
結
婚
し
、
世
田
谷
区
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第
３
回

「あ
♪
ラ
イ
ブ
」３
月
１７
日
（土
）
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「
″
あ
″
ナ
ロ
グ
」
「
〃
あ
″
カ

ペ
ラ
」
「
″
あ
″
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
」

「
″
あ
〃
ン
サ
ン
ブ
ル
」
の

″
あ
″

を
と

っ
て
名
付
け
ら
れ
た
ラ
イ
ブ

イ
ベ
ン
ト
も
今
年
で
３
年
目
。
当
日

は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
方
が
会
場
で
あ
る
桜

丘
ホ
ー
ル
に
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

「繋
が
る

。
絆
」
を
テ
ー
マ
に
、

笛
の
楽
団
や
沖
縄
の
三
線
、
お
は

な
し
と
盛
り
だ
く
さ
ん
な

「音
楽

ア
ラ
カ
ル
ト
」
、
お
茶
を
楽
し
み
な

が
ら
の

「手
作
り
楽
器
体
験
コ
ー

ナ
ー
」
、
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
る
プ

ロ
の
音
楽
家
に
よ
る

「ヴ
ア
イ
ォ

リ
ン
と
ピ
ア
ノ
と
歌
の
ト
リ
オ
」
、

江
戸
庶
民
の
心
の
絆
を
描
い
た
時

代
小
説
の

「語
り
」
と
、
各
出
演
者

に
よ
る
渾
身

の
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
コ
ー
ナ
ー
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

最
後
の

「み
ん
な
で
歌
お
う

ミ
ニ
歌
声
サ
ロ
ン
」
で
は
、
出
演

者
に
よ
る
ラ
イ
ブ
演
奏
を
バ

ッ
ク

に
、
ま
さ
に
会
場
が

一
体
と
な

っ

て
の
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
ｃ

ヽ

２５
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ヽ
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恒
例
の
卓
球
大
会
と
し
て
、
出
場
選
手
４０

余
名
、
審
判
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
合
計
６０
名
の
卓

球
愛
好
者
が
集
ま

っ
て
ダ
ブ
ル
ス
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
お
母
さ
ん
達
が
腕
を
振
る

っ
た

豚
汁
を
美
味
し
く
頂
き
な
が
ら
談
笑
し
ま
し

た
。
成
績
優
秀
ペ
ア
に
は
、
会
長
か
ら
メ
ダ

ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
次
年
度
も

一
層
充
実

し
た
大
会
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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近隣サンポ瘍
「世田谷文学館」

世
田
谷
文
学
館
は
平
成
７
年
に
東
京
２３

区
で
は
初
の
地
域
総
合
文
学
館
と
し
て
開

館
し
ま
し
た
。

世
田
谷
に
は
、
明
治
期
以
来
多
く
の
文

学
者
が
住
み
、
小
説
や
詩
歌
の
中
で
、
「ふ

る
さ
と
世
田
谷
」
を
語
っ
て
い
ま
す
。
世

田
谷
ゆ
か
り
の
文
学
者
が
見
つ
め
、
物
語

に
刻
ん
だ
「ま
ち
の
記
憶
」
を
、
多
数
の
収

蔵
資
料
と
と
も
に
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
学
の
場
面
を
小
さ
な
舞
台
と

人
形
、
音
と
光
で
見
事
に
表
現
す
る
「ム
ツ

住所 世田谷区南鳥山 1-10-10

交通
京王線 芦花公園駅

南口より徒歩 5分
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く年間計画>
◆こんにや<作り講習会     4月 21日 (土 )
◇歌声喫茶           5月 21日 (月 )

◇歩こう会           5月 25日 (金 )

◇桜丘まちづ<り音楽祭     6月 24日 (日 )
◇子育て支援講座    6月 13・ 20027日 (水 )
「子育てママのリフレッシュ体操」

◇歌の祭典 カラオケ発表会   6月 ,7日 (日 )
◇地域・利用者懇談会      6月 28日 (本)

◇歌戸サロン          7月 (予定)

◇竹で健康 竹で音楽      7月 25日 (水)
◇夏休みひろば (夏休み期間)  7月 ◆8月
◇小中高ひろば          8月 26日 (日 )

「アフリカの太鼓」

◇研修 。見学講座        9月 (予定)

◇子育て支援講座    10月 10・ 17◆ 24日 (水 )
「子育てママのリフレッシュ体操」

◇センターまつり   11月 10日 (土 )・ 11日 (日 )
◇環境講座 (食膏)        11月 (予定)
◇社交ダンス交流会       12月 2日 (日 )
◇桜丘まちづ<り音楽察     12月 23日 (日 )
◇歌声サロン          1月 (予定)

◇竹で健康 竹で音楽      2月 (予定)

◇あ♪ライブ          2月 17日 (日 )

◇音楽のつどいコンサート    3月 10日 (日 )
◇卓球のつどい         3月 23日 (土)

砂 砂 惨 θ ψ ψ 砂 拶 θ 砂 砂

※地域開放「桜丘サロン」 毎週金躍 午後開催
※区民センターニユース 発行
43昌 (5/1) 44号 (9/1) 45詈 (12/1)

颯鱚 干●午年車 螂魃 im晰頌 園 囲 剛 回

|●響育て棄警警鞣:|:|:

「子育てママのリフレッシュ体操」
6日 :3020027日 (水)

ママの元気と笑顔のために…。
「子育てママのリフレッシュ体操」
ママが楽しく体を動かせば、子どもは目を輝
かせて体を動かす楽しさを発見することでしょ

う…。ぜひこの機会に、子どもたちと一緒に体
を動かしてみてください。

申 込 :桜丘区民センター (各回先着40名 )
T E L i3439-0541
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《:砕 ‐け いろいろ"・
ト
ー
ニ
の
か
ら
く
り
劇
場
」
は
、
リ
ピ
ー

タ
ー
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
人
気
コ
ー
ナ
ー
で

す
。４
月
２８
日
か
ら
は
、
日
本
の
国
民
的
マ

ン
ガ
家

「手
塚
治
虫
」
の
文
学
性
を
新
た

に
発
見
す
る
企
画
展

「地
上
最
大
の
手
塚

治
虫
」
展
も
開
催
中
で
す
。

館
内
に
は
、
中
庭
を
眺
め
な
が
ら
展
覧

会
の
余
韻
に
浸

っ
て
い
た
だ
け
る
喫
茶
室

「喫
茶
ど
ん
ぐ
り
」
も
ご
ざ
い
ま
す
。

少
し
足
を
延

ば
し
て
い
た
だ

く
と
、
粕
谷
の

竹
林
や
都
立
直

花
恒
春
園
も
あ

る
緑
豊
か
な
環

境
で
す
。
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

【退
任
委
員
】

中
島
　
洋
子
、

椎
野
わ
か
子
、

塩
原
　
由
紀

【新
任
委
員
】

池
　
　
雅
子
、

小
川
　
光
子
、

玉
崎
　
香
織

事
務
局
人
事
異
動

【転
出
】

副
主
任

【転
入
】

副
主
任

武
田
　
ゆ
り
、

木
下
　
裕
子
、

玉
江
美
枝
子
、

新
川
佐
知
子
、

奥
住
　
恵

一

森
　
　
弘
史

辻
　
　
桂
子

勝
部
　
法
子

前
川
奈
津
子

常
見
　
夏
織

（敬

称

略
）

5日 25日
午前 9躊

(:冒≧)
一正午

桜丘区民センター→馬事公苑→

長谷川町子美術館→園芸高校→

駒沢オリンピック公園

申 込 :桜丘区民センター (5月 18日 まで)
可
・
匡L :3439-0541
FAX:3439=0542

6日 24日 (日 )
年後 3時開演

今回は合唱と音楽劇のご家族向けの演奏会で

す。合唱は日本の歌曲から最近のヒット曲まで
バラエティ豊かな曲を選びました。音楽濠」は「メ

イ ドは奥様」、オペラを元にした大笑いできるお

話です。一度で二度楽しい素敵な演奏会です。
ぜひお越しください。

問合せ :NPO世 田谷桜丘まちづ <り
‐
TEL :3427-4181

(3)

近日開催 !!



．̈．一一辮
軍
歳
わ
ら
べ
の
会
』

私
達
は
木
目
込
人
形
を
作

っ
て
い
る
仲
間
で

す
。
こ
の
木
目
込
人
形
は
、
江
戸
伝
統
工
芸
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
長
い
歴
史
の
な
か
で
育
ま

れ
、
伝
統
を
引
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

一
体
、
一
体
、
心
を
こ
め
て
作

っ
た
人
形
は
、

華
麗
で
優
美
、
り
り
し
い
武
者
姿
、
か
わ
い
ら

し
い
童
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
が
あ
り
、
手

作
り
人
形
の
楽
し
さ
も
あ
り
、
ま
た
む
ず
か
し

さ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
出
来
あ
が
っ
た
時
の
気

持
ち
は
、
は
か
り
知
れ
ま
せ
ん
。

私
達
の
グ
ル
ー
プ
は
毎
月
１
回
、
区
民
セ
ン

タ
ー
を
お
借
り
し
て
、
世
間
話
に
花
を
咲
か
せ

な
が
ら
、
器
用
な
方
も
、
不
器
用
な
方
も
、
ゆ
っ

く
り
と
人
形
作
り
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

宿
題
が
な
い
の
が
魅
力
な
の
で
、
長
く
続
い

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ラ
オ
ケ
部
あ
じ
さ
い
』

桜
寿
会
カ
ラ
オ
ケ
部
あ
じ
さ
い
は
、
高
齢
者

ク
ラ
ブ
桜
丘
桜
寿
会
に
所
属
す
る
カ
ラ
オ
ケ

サ
ー
ク
ル
で
、
会
員
数
は
５０
名
を
越
え
、
歌
の

練
習
は
金
曜
日
に
行
な
っ
て
居
り
ま
す
。

歌
の
練
習
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
活
動
も
活
発

で
、
桜
丘
区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
歌
の

祭
典
、
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
の
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
、

世
田
谷
高
齢
者

ク
ラ
ブ
主
催
の

文
化
祭

へ
の
出

演
や
、
桜
寿
会

カ
ラ
オ
ケ
部
が

独
自
に
開
催
す

る
カ
ラ
オ
ケ
発

表
会
、
忘
年
会
、

誕
生
会
等
を
行

い
、
会
員
は
歌

を
絆
に
相
い
和

し
、
楽
し
く
活

動
し
て
い
ま
す
。

人
の
為
の
ビ
ア
ノ
サ
ロ
ン
』

「憧
れ
の
曲
を
ピ
ア
ノ
で
弾
き
た
い
。
さ
り
げ

な
く
１
曲
披
露
し
て
周
り
を
驚
か
せ
た
ら
…
。

で
も
従
来
の
個
人
レ
ツ
ス
ン
は
気
が
重
い
。
」

こ
ん
な
要
望
に
応
え
る
為
、
平
成
１０
年
、
大

人
の
為
の
ビ
ア
ノ
サ
ロ
ン
が
誕
生
し
ま
し
た
。

弾
く
為
に

は
意
識
的
に

体
を
活
性
化

す
る
事
も
練

習
。
独
り
で

は
難
し
い
名

曲
は
皆
で
挑

戦
。私
達
は
仲

間
同
士
の
コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー

ンヽ
ョ
ノヽ
一乞
一人

切
に
し
な
が

ら
音
楽
を
存

分
に
楽
し
み
、
感
動
を
求
め
て
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

大
人
ば
か
り
で
気
軽
に
ピ
ア
ノ
を
弾
き
練
習

を
励
ま
し
合
う
仲
間
を
求
め
る
方
、
年
齢
経
験

不
間
、
月
２
回
木
曜
日
の
午
後
が
練
習
日
で
す
。

鰈鰈塚躙
東
日
本
が
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
か
ら
１
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
問
題
は
ま
だ
ま
だ
山
積
み
で
、

よ
り

一
層
の
防
災
の
必
要
性
も
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
昨
今
で
す
が
、
そ
の
様
な
中
で
も
、
今

年
の
春
の
訪
れ
に
は
し
み
じ
み
と
心
が
安
ら
ぐ

思
い
だ

っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

「さ
く
ら
が
お
か
区
民
セ
ン
タ
ー
ニ
ユ
ー

ス
」
は
本
年
度
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
２
年
間
で

５
回
の
発
行
か
ら
、
年
間
３
回
の
発
行

へ
と
変

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
ス
タ
ッ
フ

一
同

(4)

区民センターを利用しながら社会貢献や地域との交流を深めている団体の紹介をします。毎回 3団体
ずつ、,舌動内容などを取上げていきます。また運営協議会では紹介する団体の募集もおこなっており

琴すo(詳押|1雫琴尋事F)
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